
令和８年度 第１回伊豆の国市地域公共交通会議 

 

（協議第１号） 

   令和７年度伊豆の国市地域公共交通計画事業実施状況の評価について 

（伊豆の国市企画財政部政策企画課） 

協議の趣旨 

令和２年 11 月の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」一部改正に伴い、同

法第７条の２の規定に基づき、地域公共交通計画を作成した場合においては、毎年度、施

策の実施の状況について、評価等を行うよう努めることとされています。 

当市では令和６年度から、同法に基づき策定した「伊豆の国市地域公共交通計画」を推

進しており、本計画において、毎年、前年度事業の確認及び評価を行っております。 

つきましては、本会議において令和７年度事業の評価を行い、主務大臣に評価結果を送

付します。 

＜参考＞ 

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

（地域公共交通計画の評価等） 

第七条の二 地方公共団体は、地域公共交通計画を作成した場合においては、毎年度、

当該地域公共交通計画の区域における地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保

に資する地域公共交通の活性化及び再生に関する施策の実施の状況についての調査、

分析及び評価を行うよう努めるとともに、必要があると認めるときは、地域公共交通

計画を変更するものとする。 

２ 地方公共団体は、前項の調査、分析及び評価を行ったときは、速やかに、その結果

を主務大臣に送付しなければならない。 

３ 主務大臣は、前項の規定による送付を受けたときは、その送付に係る事項につい

て、地方公共団体に対し、助言をすることができる。 
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令
和

８
年

度
 

第
１

回
伊

豆
の

国
市

地
域

公
共

交
通

会
議

 

  
 

基
準
年
度

(R
４
)

１
年
目

令
和
６
年
度

(R
５
実
績
)

２
年
目

令
和
７
年
度

(R
６
実
績
)

３
年
目

令
和
８
年
度

(R
７
実
績
)

1
.
地
域
公
共
交
通
の

利
用
者
の
増
大

市
民
１
人
当
た
り
の
公

共
交
通
利
用
回
数

1
1
.0
回
/人

9.
6回
/人

10
.3
回
/人

8.
9回
/人

9.
0回
/人

(未
達
)

コ
ロ
ナ
禍
後
、
回
復
基
調
で
あ
っ
た

が
、
減
便
等
に
よ
り
利
用
者
数
が
減

少
し
て
い
る
。

市
町
を
跨
ぐ
民
間
路
線
バ
ス
の
減

少
数
が
大
き
い
た
め
、
県
や
バ
ス
事

業
者
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

【事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
利
用
促
進
】

◆
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の
開
催
継
続

◆
公
共
交
通
マ
ップ
の
改
訂

◆
免
許
返
納
者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
・バ
ス
・鉄
道

利
用
券
の
交
付

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
よ
る
市
民
向
け
情

報
発
信
の
充
実

2
.
交
通
ネ
ット
ワ
ー
ク
の

最
適
化

公
共
交
通
の
徒
歩
圏
人

口
カ
バ
ー
率

7
9
.6
％

77
.2
％

76
.9
％

76
.9
％

76
.9
％

(未
達
)

令
和
７
年
度
に
バ
ス
停
の
新
設
や

運
行
区
域
の
拡
大
が
な
か
っ
た
た

め
、
数
値
の
増
減
な
し
。

区
域
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
公
共
交

通
が
必
要
で
あ
り
、
交
通
空
白
地
で

の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
る
。

【交
通
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
最
適
化
】

◆
地
域
、
学
校
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え

た
路
線
バ
ス
等
の
運
行
内
容
の
見
直
し

◆
市
民
生
活
に
必
要
な
路
線
の
維
持
を
目
的
と
し

た
事
業
者
へ
の
補
助
継
続

◆
市
内
全
域
に
お
け
る
公
共
交
通
利
用
状
況
の

把
握
と
新
規
の
交
通
手
段
導
入
を
検
討

①
市
民
主
体
に
よ
る
交

通
手
段
の
延
べ
件
数

５
件

3件
3件

3件
3件
(未
達
)

②
地
域
と
の
協
議
回
数

1
4
0
回
/5
年

18
回
/年

15
回
/年

34
回
/年

43
回
/年

(未
達
)

①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

(U
D
)車
両
導
入
率

7
0
.0
％

52
％

53
.2
％

55
.1
％

57
.5
％

(未
達
)

②
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利

用
率

7
5
.0
％

67
.1
％

67
.6
％

66
.2
％

66
.3
％

(未
達
)

①
観
光
客
の
公
共
交
通

利
用
率

3
0
.0
％

22
％

22
.7
％

19
.2
％

－

②
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
・シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
の
利
用
者
数

7
,9
2
0
人

7,
19
7人

7,
06
7人

13
,4
72
人

16
,9
62
人

(達
成
)

5
.
来
訪
者
も
利
用
し
や

す
い
交
通
手
段
の

充
実

4
.
誰
も
が
外
出
し
や
す

い
環
境
づ
くり

3
.
市
民
主
体
に
よ
る
交

通
手
段
の
構
築

計
画
目
標
・評
価
指
標
・目
標
値

達
成
状
況
（
令
和
6
年
度
～
令
和
1
0
年
度
）

今
後
の
取
組
方
針

【地
域
と
の
対
話
に
よ
る
実
情
の
把
握
及
び
市
民

主
体
の
交
通
手
段
の
導
入
】

◆
交
通
空
白
地
に
お
け
る
座
談
会
等
の
開
催

◆
地
域
交
通
に
か
か
わ
る
地
域
主
体
の
体
制
構

築
、
及
び
活
動
支
援

◆
地
域
資
源
の
調
査
及
び
活
用
、
先
進
事
例
の

視
察
・研
究

【移
動
制
約
者
※
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
】

◆
遠
距
離
通
学
者
に
対
す
る
支
援
（
定
期
券
、

燃
料
費
の
補
助
、
通
学
支
援
バ
ス
の
導
入
）

◆
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
・バ
ス
・

鉄
道
利
用
券
の
交
付

※
公
共
交
通
が
不
便
な
地
域
に
居
住
す
る
高
齢

者
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
等

【多
様
化
す
る
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
個
別
移
動

手
段
の
整
備
】

◆
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
設
置
を
推
進

◆
公
共
交
通
マ
ップ
を
活
用
し
た
移
動
手
段
の
紹

介 ◆
旅
館
等
に
よ
る
周
遊
送
迎
の
需
要
の
把
握

来
訪
時
の
公
共
交
通
利
用
者
の
割

合
が
減
少
、
自
家
用
車
利
用
率
は

増
加
し
て
い
る
。

公
共
交
通
や
シ
ェア
モ
ビ
リテ
ィツ
ー

ル
を
利
用
し
た
市
内
周
遊
プ
ラ
ン
の

周
知
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

考
察

大
仁
東
地
区
の
公
共
交
通
再
編
の

取
組
が
始
ま
り
、
当
該
地
域
に
係
る

協
議
が
活
発
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
定
期
的
に
住
民
と
の

委
員
会
や
検
討
会
を
開
催
し
て
お

り
、
住
民
が
主
体
と
な
る
公
共
交
通

の
導
入
、
維
持
を
支
援
す
る
。

事
業
者
が
計
画
的
に
車
両
を
更
新

し
て
い
る
た
め
、
導
入
率
増
加
。
タ
ク

シ
ー
券
の
交
付
枚
数
は
増
加
し
て
い

る
が
、
利
用
率
は
減
少
し
た
。

事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
高
齢
者
等

の
外
出
を
継
続
的
に
支
援
す
る
。
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伊
豆
の
国

市
地
域

公
共
交

通
計

画
の
評
価

等
結
果

（
令
和

７
年

４
月
～
８

年
３
月

）
 

目
標
 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

調
査
方
法
 

達
成
状
況
・
分
析
 

評
価
・
次
年
度
に
向
け
た
課
題
や
取
組
 

備
考
 

公
共
交
通
の
利
用
者
増
大

 

（
市
民
１
人
当
た
り
の
公

共
交
通
利
用
回
数
：
1
1
.
0

回
/
人
）
 

利
用
し
や
す
い
バ
ス
停
留
所
等
の
環

境
づ
く
り
・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
利
用
促
進
・
バ
ス
の
乗
り

方
教
室
の
開
催
・
市
民
向
け
情
報
発

信
の
充
実
・
運
転
免
許
証
自
主
返
納

の
促
進
 

 

公
共
交
通
の
延
べ
利
用
者

数
と
住
民
基
本
台
帳
人
口

か
ら
算
出
 

R
７
年
度
：
9
.
0
回
/
人
 

(
参
考
)
 
R
６
年
度
：
8
.9

回
/
人
 

コ
ロ
ナ
禍
後
、
回
復
基
調
で
あ
っ
た
が
、

減
便
等
に
よ
り
利
用
者
数
が
減
少
し
て
い

る
。
 

市
町
を
跨
ぐ
民
間
路
線
バ
ス
の
減
少
数

が
大
き
い
た
め
、
県
や
バ
ス
事
業
者
と

の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
 

 

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最

適
化
 

（
公
共
交
通
の
徒
歩
圏
人

口
カ
バ
ー
率
：
7
9
.
6
％
）
 

自
主
運
行
バ
ス
の
運
行
内
容
の
見
直

し
・
最
適
な
輸
送
手
段
の
検
討
及
び

導
入
・
運
転
手
の
確
保
に
向
け
た
取

組
の
推
進
・
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
 

 

鉄
道
駅
か
ら

8
00
ｍ
、
バ

ス
停
か
ら

3
00
ｍ
を
徒
歩

圏
内
と
し
て
算
出
 

R
７
年
度
：
7
6
.
9
％
 

(
参
考
)
 
R
６
年
度
：
7
6
.
9
％
 

令
和
７
年
度
に
バ
ス
停
の
新
設
や
運
行
区

域
の
拡
大
が
な
か
っ
た
た
め
、
数
値
の
増

減
な
し
。
 

区
域
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
公
共
交
通
が

必
要
で
あ
り
、
山
間
地
域
の
区
域
運
行

導
入
に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

 

 

市
民
主
体
に
よ
る
交
通
手

段
の
構
築
 

（
①
市
民
主
体
に
よ
る
交

通
手
段
の
導
入
件
数
：
５

件
、
②
地
域
と
の
協
議
回

数
（
累
計
）：

1
4
0
回
）
 

地
域
と
の
交
通
手
段
の
検
討
会
の
開

催
・
地
域
主
体
の
組
織
体
制
の
構

築
・
互
助
や
共
助
に
よ
る
交
通
手
段

の
導
入
支
援
・
地
域
資
源
の
調
査
、

先
進
事
例
の
研
究
 

①
地
域
主
体
で
市
と
協
働

し
て
導
入
し
た
交
通
手
段

の
延
べ
件
数
で
算
出
 

②
地
域
と
の
座
談
会
や
意

見
交
換
会
等
の
累
積
回
数

で
算
出
 

R
７
年
度
：
①
３
件
 

 
 
 
 
 
②
43

回
(
延
べ

92
回
) 

(
参
考
)
 
R
６
年
度
：
①
３
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
3
4
回
 

①
令
和
７
年
度
増
減
な
し
。
 

②
大
仁
東
地
区
の
公
共
交
通
再
編
の
取
組

が
始
ま
り
、
当
該
地
域
で
の
協
議
が
活
発

と
な
っ
た
。
 

 

定
期
的
に
住
民
と
の
委
員
会
や
検
討
会

を
開
催
し
て
お
り
、
住
民
が
主
体
と
な

る
公
共
交
通
の
導
入
、
維
持
を
支
援
す

る
。
 

 資
料
１
 

添
付
資
料
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目
標
 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

調
査
方
法
 

達
成
状
況
・
分
析
 

評
価
・
次
年
度
に
向
け
た
課
題
や
取
組
 

備
考
 

誰
も
が
外
出
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
 

（
①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
車
両
の
導
入
数
：

7
0
.
0
％
、
②
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
の
利
用
率
：

7
5
.
0
％
）
 

小
中
学
生
に
対
す
る
通
学
支
援
・
高

齢
者
等
に
対
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
・
バ
ス
停
留
所
の
安
全
性
と

快
適
性
の
向
上
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
取
組
充
実
 

①
市
内
で
営
業
す
る
交
通

事
業
者
が
導
入
し
て
い
る

U
D
車
両
数
か
ら
算
出
 

②
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
枚

数
と
利
用
数
か
ら
算
出
 

R
７
年
度
：
①
5
7
.
5
％
 

 
 
 
 
 
②
6
6
.
3
％
 

(
参
考
)
 
R
６
年
度
：
①
5
5
.
1
％
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
6
6
.
2
％
 

①
事
業
者
が
計
画
的
に
車
両
を
更
新
し
て

い
る
た
め
、
導
入
率
が
増
加
し
た
。
 

②
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
枚
数
は
増
加
し
て

い
る
が
、
利
用
率
は
減
少
し
た
。
 

 

事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
高
齢
者
等
の

外
出
を
継
続
的
に
支
援
す
る
。
 

 

来
訪
者
も
利
用
し
や
す
い

交
通
手
段
の
充
実
 

（
①
観
光
客
の
公
共
交
通

利
用
率
：
3
0
.
0
％
、
②
レ

ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
等
の
利

用
者
数
：
7
,
9
20

人
）
 

レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
、
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
の
充
実
・
個
別
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
・
M
a
a
s
等
新
た
な
技
術
の
導

入
検
討
 

①
「
静
岡
県
に
お
け
る
観

光
の
流
動
実
態
と
満
足
度

調
査
」
か
ら
算
出
 

②
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
等

の
利
用
者
の
合
計
を
算
出
 

R
７
年
度
：
①
 
－
 

 
 
 
 
 
②
1
6
,
9
62

人
 

(
参
考
)
 
R
６
年
度
：
①
1
9
.
2
％
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
3
,
4
7
2
人
 

①
来
訪
時
の
公
共
交
通
利
用
者
の
割
合
が

減
少
、
自
家
用
車
利
用
率
は
増
加
し
て
い

る
。
 

②
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
数
増

加
等
に
よ
り
、
利
用
者
数
増
加
し
て
い

る
。
 

 

公
共
交
通
や
シ
ェ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
ツ
ー

ル
を
利
用
し
た
市
内
周
遊
プ
ラ
ン
の
周

知
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
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令和８年度 第１回伊豆の国市地域公共交通会議 

 

（協議第２号） 

自家用有償旅客運送の登録の申請について 

（伊豆の国市企画財政部政策企画課） 

１ 協議の趣旨 

道路運送法では、自家用自動車は有償で運送の用に供してはならないと規定されていま

す。しかしながら、バス・タクシーのみでは十分な移動サービスが提供されない過疎地域

等においては、住民の日常生活における移動手段を確保するため、国土交通大臣の登録を

受けた場合には、自家用自動車を用いた有償の運送ができることとなっています。 

このたび、国土交通大臣の登録を受けるための申請を行うにあたり、地域公共交通会議

による承認を得る必要があるため、協議させていただくものです。 

なお、承認後は、様式１―５号「協議が調ったことを証する書類」を申請書の添付し、

中部運輸局静岡運輸支局へ提出します。 

 

２ 対象地域の概況・公共交通の現況 

(1)対象地域：大仁東地区（浮橋、田原野、長者原、下畑） 

世帯数 361 世帯  人口 777 人 《令和８年４月末現在》 

(2)公共交通の現況 

・鉄   道  伊豆箱根鉄道駿豆線 最寄駅「田京駅」 

・タクシー 伊豆箱根交通、寺山自動車、三島合同タクシー 

・路線バス 東海バス（修善寺－亀石峠線） 

 

３ 運行概要 （予定） 

(1)運 行 主 体： 伊豆の国市 

(2)種 別： 交通空白地有償運送 

(3)運送の区域： 大仁東地区（浮橋、田原野、長者原、下畑） 

(4)旅客の範囲： 大仁東地区（浮橋、田原野、長者原、下畑）に住所を有する者 

(5)利 用 料 金： 定額料金  

１乗車につき、１人の場合 1,000 円/人、２人以上の場合 500 円/人 

(6)運  行  日： 平日（土日祝日は運休） 

(7)使 用 車 両： 自家用自動車  11 台 

(8)ドライバー： 13人 

 

４ 伊豆の国市地域公共交通計画の位置づけ 

目標２「交通ネットワークの最適化」及び目標３「住民主体の交通手段の構築」に基づ

く事業として取組を推進 

資料２ 
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様式第１－１号 

令和 ８年 ７月  日   

 

中部運輸局 静岡運輸支局長 殿 

 

名    称 伊豆の国市            

       （企画財政部政策企画課） 

住    所 静岡県伊豆の国市長岡 340番地の 1 

代表者の氏名 伊豆の国市長 山下 正行    

 

 

 

自家用有償旅客運送の登録の申請 

 

 

 

 このたび、自家用有償旅客運送の登録を受けたいので、道路運送法第７９条の２の規定

に基づき、下記のとおり申請します。 

 

  

記 

 

１．名称、住所、代表者の氏名 

（名 称）伊豆の国市（企画財政部政策企画課） 

（住 所）静岡県伊豆の国市長岡 340-1 

（代表者）伊豆の国市長 山下 正行 

 

２．自家用有償旅客運送の種別 

    交通空白地有償運送 

 

３．路線又は運送の区域 

(1) 路  線 

 起  点 主たる経過地 終 点 キ ロ 程 

１     

２     

３     

４     

５     

(2) 運送の区域 

区    域 備           考 

伊豆の国市大仁東地区 浮橋、田原野、長者原、下畑 
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４．事務所の名称及び位置 

事務所の名称 位      置 

伊豆の国市役所 静岡県伊豆の国市長岡 340-1 

  

  

 

５．事務所ごとに配置する自家用有償旅客運送自動車の数及びその種類ごとの数 

事務所の

名称 

保有

区分 
バ ス 

普通自動車 

（軽） 
合 計 

伊
豆
の
国
市
役
所 

保有 
  

（ ） 

 

 

持込 
 ※ 11 台 

（３台） 

※ 

（ ） 

11 台 

（３台） 

※ 

 

合計 
 11 台 

（３台） 

11 台 

（３台） 

軽自動車については、（ ）内に内数で記載すること 

事業用自動車については、※欄に記載すること 

 

６．運送しようとする旅客の範囲 

伊豆の国市大仁東地区（浮橋、田原野、長者原、下畑）に住所を有する者 

 

７．路線又は運送の区域ごとの対価の額 

（必要に応じ関係資料を添付のこと） 

 

８．（事業者協力型自家用有償旅客運送の場合）協力事業者の氏名又は名称及び住所 

 

９．添付書類 

（１）定款又は寄付行為、登記事項証明書、役員名簿 

（２）路線図 

（３）法第７９条の４第１～４号に該当しない旨を証する書類 

（４）地域公共交通会議等において協議が調ったことを証する書類 

（５）自家用有償旅客運送自動車についての使用権原を証する書類 

（６）運転者が必要な要件を備えていることを証する書類 

（７）運行管理の責任者及び運行管理の体制を記載した書類 

（８）整備管理の責任者及び整備管理の体制を記載した書類 

（９）事故発生時の対応に係る責任者及び連絡体制を記載した書類 

（10）自家用有償旅客運送自動車の運行により生じた旅客その他の生命、身体又は財産の損害を賠

償するための措置を講じていることを証する書類 
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様式第１－５号 

 

令和 ８年 ７月  日   

 

 中部運輸局 静岡運輸支局長 殿 

 

 

地域公共交通会議等において協議が調ったことを証する書類 

 

 

 申請のあった自家用有償旅客運送については、下記のとおり地域公共交通会議等におい

て、一般旅客自動車運送事業者によることが困難であり、かつ、地域住民等の旅客輸送を

確保するために必要であるとの協議が調ったので、その旨証明します。 

 

 

記 

 

１．自家用有償旅客運送の種別 

交通空白地有償運送 

 

２．地域公共交通会議等の名称及び対象市町村 

 （名 称）伊豆の国市地域公共交通会議 

※地域公共交通会議等が設置されていない場合は、協議を行った関係者を列記すること 

 （対象市町村）伊豆の国市 

 

３．地域公共交通会議等にて協議が調った年月日 

  令和８年７月２日 

 

４．運送主体の名称、住所、代表者の氏名 

（名 称）伊豆の国市 （住 所）静岡県伊豆の国市長岡 340-1  

（代表者）伊豆の国市長 山下 正行 

 

５．調った協議の内容 

（１）路線又は運送の区域 

   伊豆の国市大仁東地区（浮橋、田原野、長者原、下畑） 

（２）旅客から収受する対価（対価の内容を添付すること） 

   定額料金 １乗車につき、１人の場合 1,000 円/人、２人以上の場合 500 円/人 

（３）運送しようとする旅客の範囲 

   伊豆の国市大仁東地区（浮橋、田原野、長者原、下畑）に住所を有する者 

６．その他特記事項 

 

             令和 ８年 ７月  日 

             伊豆の国市地域公共交通会議 会長 小池 正登 

※地域公共交通会議等が設置されていない場合は、対象市町村の長  
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運行管理の責任者 

 

 

 

代表者 

氏名 伊豆の国市長 

   山下正行 

運行管理の責任者 

の代行者 

 

 

 

 

運転者 

（別紙のとおり） 

運行管理の責任者がやむ

を得ず不在となる場合の

運行管理を代行する者 

整備管理の責任者 

 

 

 

 

（事業者協力型自家用有償旅客

運送の場合の委託先の責任

者） 

（事業者協力型自家用有償旅客

運送の場合の委託先の責任

者） 

 

（事業者協力型自家用有償旅客

運送の場合の委託先の代行

者） 

氏名 

氏名 

氏名 （委託先事業者の 

担当者名） 

●● ●● 

氏名 

 

氏名 （委託先事業者の 

担当者名） 

●● ●●  

   様式第７号 

運送の主体（申請者名） 伊豆の国市 

 

運行管理の体制等を記載した書類 

 

事務所名 伊豆の国市役所 

 

１．運行管理・整備管理の体制 

（ア）運行管理の責任者の就任予定名簿 

No 氏   名 住   所 資格の種類 委託 協力 

１ ●● ●● 伊豆の国市✖✖ 安全運転管理者 〇  

２      

３      

➢ 乗車定員１１人以上の車両を配置する事務所及び乗車定員１０人以下の車両を５両以上配置する事務所の

運行管理の責任者にあっては、運行管理者資格証の写し又は施行規則第５１条の１７第２項各号のいずれか

の要件を備えていることを証する書類を添付すること。 

➢ 資格の種類には、法２３条第１項の運行管理者、その他の別を記載するものとする。 

➢ 運行を委託する場合は、受託者における運行管理の責任者を記載し、委託欄に○印を記載するものとする。 

➢ 事業者協力型自家用有償旅客運送の場合は、協力事業者における運行管理者を記載し、協力欄に○印を記

載するものとする。 

 

（イ）整備管理の責任者の就任予定名簿 

No 氏  名 住    所 協力 

１ ●● ●● 伊豆の国市✖✖  

２    

３    

➢ 事業者協力型自家用有償旅客運送の場合は、受託者において選任した者を記載し、協力欄に○印を記載す

るものとする。 

 

（ウ）運行管理・整備管理に係る指揮命令系統 
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事故対応の責任者 

 

 

 

 

運転者 

地域公共交通会議（又は協議会）・運営協議会・ 

運輸支局（又は指定都道府県等） 

警察署 

伊豆中央警察署 

代表者 

氏名 伊豆の国市長 山下正行 

（事業者協力型自家用有償旅客運送の場合は委託先の代表者） 

 

 

運送者の責任者 

氏名 伊豆の国市（担当課長名）▲▲ ▲▲ 

 

 

苦情処理責任者 

（委託先事業者の担当者名）  

●● ●● 

苦情処理担当者 

（委託先事業者の担当者名） 

●● ●● 

※運行の委託をしている場合に記入 

（事業者協力型自家用有償旅客

運送の場合は委託先の責任

者） 

氏名 伊豆の国市 

（担当課長名） 

 ▲▲ ▲▲ 

 

２．事故処理連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．苦情処理体制 
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令和８年度 第１回伊豆の国市地域公共交通会議 

 

（協議第３号） 

自主運行バスの退出意向の申し出について 

（伊豆の国市企画財政部政策企画課） 

１ 協議の趣旨 

現在運行している自主運行バス（修善寺・大仁駅前－亀石峠線）は、利用者の減少に伴

い、減便を余儀なくされ、利便性が乏しくなっています。また、交通事業者においても、

運転手の確保、運行経費の高止まりにより、これまでどおりの路線維持が難しい状況で

す。 

そのため、市では代替手段を確保した上で、本路線の退出の意向を申し出るため、当地

域交通会議において協議させていただくものです。 

なお、承認後は、静岡県地域公共交通活性化協議会バス専門部会へ申し出を行います。 

 

２ 退出意向時期 

  令和９年３月末 

 

３ 路線の概要 

当該自主運行バスは、修善寺駅から大仁駅前等を経由し、亀石峠を結ぶ路線です。平成

11 年に民営路線が旧大仁町の自主運行路線として引き継がれました。平成 29 年に利用促

進のため、一部の便で田京駅延伸を実施し、その後、令和５年度、令和７年度に利用者の

減少に伴う減便を行い、現在は往復計９便の運行となっています。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

資料３ 

車 両：中型路線バス（定員 55 人） 
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浮橋

修善寺駅

万

路

安

野

口

さつきヶ丘公園 修善寺口下

芽野 なめど

※土・日・祝日運休 田中山入口 なめど大門

修善寺駅・亀石峠線
下畑 瓜生野上

修善寺駅・亀石峠線

下畑西 瓜生野
(田京駅経由）

大仁橋南

三福上 新住宅前

広瀬公園 駐在所前

大仁駅前・亀石峠線

大仁駅前・亀石峠線 旭平 瓜生野下
(田京駅経由）

山口 温泉台入口

大

仁

駅

前

三

福

吉

田

下

吉

田

上

大

仁

下

町

下

宿

大

仁

小

学

校

田京駅

中央図書館前

マックスバリュ大仁店前

熊坂

熊坂口

東芝テック

長

者

原

西

口

長

者

原

東

口
修善寺駅～大仁駅～田原野～亀石峠線

伊豆の国市自主運行バス運行系統図

原

入

口

山

田

田

原

野

鈴
ヶ

下

長

者

原

板

橋

亀

石

峠

【修善寺駅→亀石峠方面】 【亀石峠→修善寺駅方面】

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

14:34 15:37 6:58 8:16 15:23 16:34

14:44 15:47 6:59 8:17 15:24 16:35

14:45 15:48 7:00 8:18 15:25 16:36

7:39 14:46 15:49 16:46 17:30 7:01 8:19 15:26 16:37

7:40 14:47 15:50 16:47 17:31 7:04 8:22 15:29 16:40

7:41 14:48 15:51 16:48 17:32 7:05 8:23 15:30 16:41

7:42 14:49 15:52 16:49 17:33 7:06 8:24 15:31 16:42

7:43 14:50 15:53 16:50 17:34 7:08 8:26 15:33 16:44

7:44 14:51 15:54 16:51 17:35 7:09 8:27 15:34 16:45

7:45 14:52 15:55 16:52 17:36 7:10 8:28 15:35 16:46

↓ ↓ 16:00 16:57 17:41 7:11 8:29 15:36 16:47

↓ ↓ 16:02 16:59 17:43 7:14 8:32 15:39 16:50

↓ ↓ 16:03 17:00 17:44 7:15 8:33 15:40 16:51

7:46 14:53 16:04 17:01 17:45 7:16 8:34 15:41 16:52

7:47 14:54 16:05 17:02 17:46 7:18 8:36 15:43 16:54

7:48 14:55 16:06 17:03 17:47 7:19 8:37 15:44 16:55

7:49 14:56 16:07 17:04 17:48 7:20 8:38 15:45 16:56

7:51 14:58 16:09 17:06 17:50 7:22 8:40 15:47 16:58

7:52 14:59 16:10 17:07 17:51 7:23 8:41 15:48 16:59

7:53 15:00 16:11 17:08 17:52 7:24 8:42 15:49 17:00

7:55 15:02 16:13 17:10 17:54 7:25 8:43 15:50 17:01

7:56 15:03 16:14 17:11 17:55 ↓ 8:45 ↓ ↓

7:57 15:04 16:15 17:12 17:56 ↓ 8:46 ↓ ↓

8:00 15:07 16:18 17:15 17:59 ↓ 8:47 ↓ ↓

8:01 15:08 16:19 17:16 18:00 7:27 8:53 15:52 17:03

8:02 15:09 16:20 17:17 18:01 7:28 8:54 15:53 17:04

8:03 15:10 16:21 17:18 18:02 7:29 8:55 15:54 17:05

8:05 15:12 16:23 17:20 18:04 7:29 8:55 15:54 17:05

8:06 15:13 16:24 17:21 18:05 7:30 8:56 15:55 17:06

8:07 15:14 16:25 17:22 18:06 7:31 8:57 15:56 17:07

8:10 15:17 16:28 17:25 18:09 7:32 8:58 15:57 17:08

8:11 15:18 16:29 17:26 18:10 8:59 15:58

8:12 15:19 16:30 17:27 18:11 9:00 15:59

8:13 15:20 16:31 17:28 18:12 9:10 16:09

伊豆の国市自主運行バス　修善寺駅～大仁駅～田原野～亀石峠線　時刻表
※土日祝運休

停　留　所　名 停　留　所　名

修 善 寺 駅 亀 石 峠

熊 坂 口 板 橋

東 芝 テ ッ ク 長 者 原 東 口

大 仁 駅 前 長 者 原

下 宿 長 者 原 西 口

大 仁 下 町 鈴 ヶ 下

吉 田 上 田 原 野

吉 田 下 山 田

三 福 原 入 口

大 仁 小 学 校 浮 橋

田 京 駅 万 路

マ ッ ク ス バ リ ュ 大 仁 店 前 安 野 口

中 央 図 書 館 前 さ つ き ヶ 丘 公 園

広 瀬 公 園 茅 野

三 福 上 田 中 山 入 口

山 口 下 畑

万 路

旭 平 下 畑 西

下 畑 西 旭 平

下 畑 山 口

三 福

田 中 山 入 口 三 福 上

茅 野 広 瀬 公 園

さ つ き ヶ 丘 公 園 田 京 駅

安 野 口 マ ッ ク ス バ リ ュ 大 仁 店 前

熊 坂 口

中 央 図 書 館 前

吉 田 上

鈴 ヶ 下 大 仁 下 町

浮 橋 大 仁 小 学 校

原 入 口

田 原 野

山 田 吉 田 下

亀 石 峠 修 善 寺 駅

長 者 原 大 仁 駅 前

長 者 原 東 口 東 芝 テ ッ ク

板 橋

長 者 原 西 口 下 宿
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４ 運行及び収支の状況 

(1)運行の状況 

 

 

 

 

 

 

 

(2)収支の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 利用の状況 

(1) 過去３年間の乗降調査結果（令和７年度～令和５年度） 

 利用者は、１日あたり平均 61人、そのうち市内の小中学生が 46.7 人

(76.6％)、市内一般利用者が 5.7 人(9.3％)、市外利用者が 8.6 人(14.1％)とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

起点 経過地 終点

修善寺・亀石峠線 修善寺駅 浮橋・長者原 亀石峠 20.3 0.6 14：34～15：23 0.6 伊豆市

修善寺・亀石峠線 修善寺駅 田京駅・長者原 亀石峠 22.4 0.6 8：16～15：37 1.1 伊豆市

大仁駅前・亀石峠線 大仁駅前 浮橋・長者原 亀石峠 16.4 0.9 6：58～16：34 1.0

大仁駅前・亀石峠線 大仁駅前 田京駅・長者原 亀石峠 18.5 0.6 16：46～17:30 1.3

関　 係
市町名

系統名
（路線名）

運行系統 系統
キロ程
(km)

1日あたりの
運行回数

（回）

運　行
時間帯

平均乗車
密度
（人）

起   点
経過地
終　点

修善寺駅 ５年度 51,338    244 21,194    24,559,096  3,455,236  21,103,860  
大仁駅・田京駅 ６年度 51,548    245 15,917    22,780,590  2,574,266  20,206,324  
亀石峠 ７年度 41,699    243 11,179    18,342,404  2,118,669  16,223,735  

 修善寺・
亀石峠線

実車走行
キロ(km)

運行
日数

乗車人員
（人）

経常費用
（円）

経常収益
（円）

経常欠損額
(円)

系統名
（路線名）

年度
運行の状況 収支の状況
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(2) 今年度の乗降調査結果（６月１日～15日の平日 10 日間） 

        利用者は、１日あたり平均 46人、そのうち市内の小中学生が 36人(78.3％)、 

市内一般利用者が 3.9 人(8.5％)、市外利用者が 6.1 人(13.2％)となっている。 

 

 

 

 

 ≪内訳≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運休
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６ 代替手段 

  自主運行バスに替わる新たな移動手段として、次の２つを導入する。 

 

(1) 通学支援バス 

対  象：当該路線を通学のために利用している小中学生 

導入時期：令和９年４月（予定） 

運 行 日：小中学校の登校日 ※長期休暇中は運休 

料  金：無料 

運行経路：長者原‐田原野‐浮橋‐下畑 ⇔ 大仁小・大仁中周辺 

使用車両：マイクロバス（29人乗り） 

    

     

 

 

(2) 自家用有償旅客運送（公共ライドシェア） 

対  象：大仁東地区に住所を有する者 

導入時期：令和８年 10月（予定） 

運 行 日：月曜日から金曜日 

料  金：１乗車につき、１人の場合 1,000 円/人、２人以上の場合 500 円/人 

運行経路：大仁東地区内 ⇔ 田京駅周辺・順天堂大学静岡病院周辺・アピタ大仁店  

使用車両：自家用自動車（普通車８台、軽自動車３台） 

   

 

保護者への説明会                    実証運行の様子 

地域住民への説明会                    実証運行の様子 
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